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居宅サービス 計画書（ 居宅ケアプラ ン） 標準様式改正の解釈と 計画作成に当たっての考え方 

（ 東京都介護支援専門員法定研修資料）  

１ ． はじ めに 

令和３ 年３ 月末に居宅サービス 計画書の様式が改正さ れた（ 令和 3 年 3 月 31 日付老認発 

0331 第 6 号厚生労働省老健局認知症施策・ 地域介護推進課長通知「 介護サービス 計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」 の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第 1 表の「 利用者及び家族の生活に対する 意向を踏ま えた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見さ れている 。 こ のため東京都の法定研修では、 厚生労働省が勧奨す

る 様式と 記載要領について、 研修のための一定の考え方を示す。  

２ ． 改正点 

様式と 記載要領の改正箇所は以下のと おり である 。（ 下線が改正箇所）  

（ １ ） 様式： 利用者及び家族の生活に対する 意向を踏ま えた課題分析の結果

（ ２ ） 記載要領

ま た、 今回の第 1 表改正についての厚生労働省の解釈の要点は、 以下の２ 点である 。  

３ ． 作成に当たっての考え方 

ま ず、 ①の利用者及び家族の意向について、 介護保険法施行規則（ 第 18 条） でケアプラ ンへ

の意向の記載が明記さ れている 。 厚生労働省解釈でも 意向を記載する よ う 示さ れており 、 利用

者及び家族の意向について記載する こ と が必要である 。  

次に、 ②のケアプラ ンに記載する 「 考えら れる 、 ある いは望ま し い支援」 は、 厚生労働省が

示すよ う に課題分析の結果から 得ら れた内容である 。課題分析は、利用者と の共同作業であり 、

その結果はケアプラ ン第 2 表に反映さ れ、「 生活全般の解決すべき 課題（ ニーズ）」、「 目標」、

「 援助内容」と し て合意さ れ記載さ れていく 。こ のう ち「 生活全般の解決すべき 課題（ ニーズ）」

（ リ ・ アセス メ ント 支援シート では「 整理後ニーズ」 に該当） は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する 意向を記載する 。

② 課題分析の結果、「 どのよ う な支援が考えら れる のか、ある いは望ま し いのか」

を総合的に勘案し た結果を記載する 。  

利利用用者者及及びびそそのの家家族族がが、、 どど ののよよ うう なな内内容容のの介介護護ササーービビスス ををどどのの程程度度のの頻頻度度でで利利用用

しし ななががらら 、、 どどののよよ うう なな生生活活ををしし たたいいとと 考考ええてていいるる ののかか意意向向をを踏踏まま ええたた課課題題分分析析のの

結結果果をを記記載載すするる 。。 そそのの際際、、 課課題題分分析析のの結結果果とと しし てて、、 「「 自自立立支支援援」」 にに資資すするる たためめにに

解解決決しし ななけけれればばなならら なないい課課題題がが把把握握でできき てていいるる かか確確認認すするる 。。 そそののたためめにに、、 利利用用者者

のの主主訴訴やや相相談談内内容容等等をを踏踏まま ええたた利利用用者者がが持持っってていいるる 力力やや生生活活環環境境等等のの評評価価をを含含めめ

利利用用者者がが抱抱ええるる 問問題題点点をを明明らら かかににしし てていいくく ここ とと 。。   

ななおお、、 利利用用者者及及びびそそのの家家族族のの生生活活にに対対すするる 意意向向がが異異ななるる 場場合合ににはは、、 各各々々のの主主訴訴をを

区区別別しし てて記記載載すするる 。。   

居宅サービス 計画書（ 居宅ケアプラ ン） 標準様式改正の解釈と 計画作成に当たっての考え方

（ 東京都介護支援専門員法定研修資料）

１ ． はじ めに 

令和３ 年３ 月末に居宅サービス 計画書の様式が改正さ れた（ 令和 3 年 3 月 31 日付老認発

0331 第 6 号厚生労働省老健局認知症施策・ 地域介護推進課長通知「 介護サービス 計画書の様式

及び課題分析標準項目の提示について」 の一部改正について）。今回改正の中で、居宅サービス

計画書第 1 表の「 利用者及び家族の生活に対する 意向を踏ま えた課題分析の結果」については、

関係者の各々の見解が散見さ れている 。 こ のため東京都の法定研修では、 厚生労働省が勧奨す

る 様式と 記載要領について、 研修のための一定の考え方を示す。

２ ． 改正点

様式と 記載要領の改正箇所は以下のと おり である 。（ 下線が改正箇所）

（ １ ） 様式： 利用者及び家族の生活に対する 意向を踏ま えた課題分析の結果

（ ２ ） 記載要領

ま た、 今回の第 1 表改正についての厚生労働省の解釈の要点は、 以下の２ 点である 。

３ ． 作成に当たっての考え方

ま ず、 ①の利用者及び家族の意向について、 介護保険法施行規則（ 第 18 条） でケアプラ ンへ

の意向の記載が明記さ れている 。 厚生労働省解釈でも 意向を記載する よ う 示さ れており 、 利用

者及び家族の意向について記載する こ と が必要である 。

次に、 ②のケアプラ ンに記載する 「 考えら れる 、 ある いは望ま し い支援」 は、 厚生労働省が

示すよ う に課題分析の結果から 得ら れた内容である 。課題分析は、利用者と の共同作業であり 、

その結果はケアプラ ン第 2 表に反映さ れ、「 生活全般の解決すべき 課題（ ニーズ）」、「 目標」、

「 援助内容」と し て合意さ れ記載さ れていく 。こ のう ち「 生活全般の解決すべき 課題（ ニーズ）」

（ リ ・ アセス メ ント 支援シート では「 整理後ニーズ」 に該当） は利用者及び家族の生活に対す

① 利用者及び家族の生活に対する 意向を記載する 。

② 課題分析の結果、「 どのよ う な支援が考えら れる のか、ある いは望ま し いのか」

を総合的に勘案し た結果を記載する 。

利用者及びその家族が、 ど のよ う な内容の介護サービス をどの程度の頻度で利用

し ながら 、 どのよ う な生活をし たいと 考えている のか意向を踏ま えた課題分析の

結果を記載する 。 その際、 課題分析の結果と し て、 「 自立支援」 に資する ために

解決し なければなら ない課題が把握でき ている か確認する 。 そのために、 利用者

の主訴や相談内容等を踏ま えた利用者が持っている 力や生活環境等の評価を含め

利用者が抱える 問題点を明ら かにし ていく こ と 。

なお、 利用者及びその家族の生活に対する 意向が異なる 場合には、 各々の主訴を

区別し て記載する 。
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る 意向を実現する ために必要な「 考えら れる 、 ある いは望ま し い支援」 の内容につながってい

く 。 ま た、 記載要領にある 解決し なければなら ない課題把握のために明ら かにする「 利用者が

抱える 問題点」 についても 、 リ ・ アセス メ ント 支援シート では「 CM判断」 欄に「 ～～が必要」

と 記載さ れている 。 こ れは利用者や家族の意向、 医師専門職等の意見を踏ま え、 介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し 、 合意の結果導き 出し た「 整理後ニーズ」 と 同じ

方向性と なる も のである 。  

こ のため、 記載要領に基づき 、 東京都では次のと おり 考え方を整理し た。

４ ． 事例に基づく 考え方

具体的には利用者の状況や緊急度合い、 必要性に応じ 利用者を含むケアチームに伝わる よ

う 介護支援専門員が、 よ り 適切な表現を検討し 記載する 。

実務研修テキス ト の事例の場合、 意向に続けて記載する 「 課題分析の結果」 部分につい

て、 次のよ う な記載が考えら れる 。

※アンダーラ イ ンが「 整理後ニーズ」（「 生活全般の解決すべき 課題（ ニーズ）」） と なる 。

○参考記載例（ 練馬 豊さ んリ ・ アセス メ ント 支援シート 参照） 東京都法定研修テキス ト 事例( 脳血管疾患)  

○参考記載例（ 泉岳寺 清さ んリ ・ アセス メ ント 支援シート 参照） 東京都法定研修テキス ト 事例( 認知症)

例 1） 妻と 車で出かけたり 趣味の会に出席する こ と は生活意欲の向上につながる ので、 活

動範囲を拡げる ためのリ ハビリ に取り 組みま し ょ う 。

※優先順位１ の「 整理後ニーズ」 と 「 CM判断（ Ｉ Ａ Ｄ Ｌ ・ 社会交流）」 を合わせた内容

① ま ず、 利用者及び家族の生活に対する 意向を記載する 。

② 次に、 課題分析の結果と し て、 利用者及び家族と の間で共有さ れた複数の「 生活全

般の解決すべき 課題（ ニーズ）」 のう ち、 よ り 自立支援に向かう 代表的ないく つかを

具体的に挙げる 。 つま り 「 整理後ニーズ」 と 「 CM判断」 を合わせた内容を記載する

こ と になる 。 ま た記載要領の初めに記載がある 通り 、 利用者本人の計画である こ と

を踏ま えわかり やすく 記載する 。

例２ ） 格好よ く 歩ける よ う になる ために、 健康状態や歩行能力の維持を目指し て食生活を改

善する こ と で、 現在の活動範囲が狭ま ら ないよ う にし まし ょ う 。

※優先順位１ の「 整理後ニーズ」 と 「 CM判断（ 健康状態、・ Ａ Ｄ Ｌ ・ Ｉ Ａ Ｄ Ｌ ）」 を合わ

せた内容 

る 意向を実現する ために必要な「 考えら れる 、 ある いは望ま し い支援」 の内容につながってい

く 。 ま た、 記載要領にある 解決し なければなら ない課題把握のために明ら かにする「 利用者が

抱える 問題点」 についても 、 リ ・ アセス メ ント 支援シート では「 CM判断」 欄に「 ～～が必要」

と 記載さ れている 。 こ れは利用者や家族の意向、 医師専門職等の意見を踏ま え、 介護支援専門

員が総合的に課題解決に向け必要性を判断し 、 合意の結果導き 出し た「 整理後ニーズ」 と 同じ

方向性と なる も のである 。  

こ のため、 記載要領に基づき 、 東京都では次のと おり 考え方を整理し た。  

４ ． 事例に基づく 考え方 

具体的には利用者の状況や緊急度合い、 必要性に応じ 利用者を含むケアチームに伝わる よ

う 介護支援専門員が、 よ り 適切な表現を検討し 記載する 。  

実務研修テキス ト の事例の場合、 意向に続けて記載する 「 課題分析の結果」 部分につい

て、 次のよ う な記載が考えら れる 。  

※アンダーラ イ ンが「 整理後ニーズ」（「 生活全般の解決すべき 課題（ ニーズ）」） と なる 。

○参考記載例（ 練馬 豊さ んリ ・ アセス メ ント 支援シート 参照） 東京都法定研修テキス ト 事例( 脳血管疾患)

○参考記載例（ 泉岳寺 清さ んリ ・ アセス メ ント 支援シート 参照） 東京都法定研修テキス ト 事例( 認知症)

例 1） 妻と 車で出かけたり 趣味の会に出席する こ と は生活意欲の向上につながる ので、 活

動範囲を拡げる ためのリ ハビリ に取り 組みま し ょ う 。  

※優先順位１ の「 整理後ニーズ」 と 「 CM判断（ Ｉ Ａ Ｄ Ｌ ・ 社会交流）」 を合わせた内容

① ま ず、 利用者及び家族の生活に対する 意向を記載する 。

② 次に、 課題分析の結果と し て、 利用者及び家族と の間で共有さ れた複数の「 生活全

般の解決すべき 課題（ ニーズ）」 のう ち、 よ り 自立支援に向かう 代表的ないく つかを

具体的に挙げる 。 つま り 「 整理後ニーズ」 と 「 CM判断」 を合わせた内容を記載する

こ と になる 。 ま た記載要領の初めに記載がある 通り 、 利用者本人の計画である こ と

を踏ま えわかり やすく 記載する 。

例２ ） 格好よ く 歩ける よ う になる ために、 健康状態や歩行能力の維持を目指し て食生活を改

善する こ と で、 現在の活動範囲が狭ま ら ないよ う にし まし ょ う 。  

※優先順位１ の「 整理後ニーズ」 と 「 CM判断（ 健康状態、・ Ａ Ｄ Ｌ ・ Ｉ Ａ Ｄ Ｌ ）」 を合わ

せた内容
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こ れに対し て、 少なく と も 、 利用者・ 家族と 介護支援専門員が対峙し 、 マイ ナス 面の課題を

明示し 、 その解決を望む生活が実現する ための条件と し て利用者・ 家族に突き 付ける よ う な表

現は好ま し く ない。  

※上記に対応し た望ま し く ない例

なお、 こ のよ う な具体的なサービス 種別の記載は、 望む生活を実現する サービスの提供（ 保

険給付） に条件を付ける こ と になる 。 保険給付に条件を付すこ と ができ る のは法制上、 介護認

定審査会であり 、 介護支援専門員が条件を付ける こ と は適当ではない。  

ま た、 語尾の表現については、「 不可欠である 」 等、 介護支援専門員が利用者・ 家族を指導・

管理する 表現は基本的には好ま し く ない。  

５ ． 留意点 

整理前ニーズを導き 出し た結果「 意向と 判断が一致し なかった」 ためにニーズになら ない

も の（ リ ・ アセス メ ント 支援シート ４ 枚目の左下の記載） については、 ケアプラ ン第１ 表に

は記載さ れない。 し かし 、 ケアチームと し て課題分析の結果を共有し たいほう が良いと 判断

する 場合には、 持ち越さ れた課題と し て第 5 表（ 居宅介護支援経過） に記載し 、 サービス担

当者会議や、 その他の方法でサービス 提供者等と の情報の共有や意見交換を行い、 連携を図

る こ と が望ま し い。  

ま た、 ケース によ っては、 一方的なサービス の利用要求し か表明さ れないと き などがある 。

サービス を利用し て、 本人がどのよ う にその人ら し く 暮ら すかを目指す自立し た日常生活よ り

も 、 サービス 利用のみに気を取ら れている 状態の場合には、 記載方法に注意を要する 。  

こ のほか、 利用者・ 家族の生命の保全にかかわる 事態なのに、 生活への意欲が損なわれ、 必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ 屋敷、セルフ ネグレク ト 等に陥っている 状態。ま た、

重度の認知症等で意向の表明ができ ず合意が得ら れてないが、 介入が必要な場合も 考えら れる 。

利用者・ 家族から 生活の意向が表明さ れないと き 、 自己否定的な意向し か表明さ れないと き 、

代弁と し て意向を記載し た時には、 課題分析の結果に合意さ れていないこ と が記載さ れる こ と

も あり う る 。  

ま た、 それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラ ン点検事業等に参画し ており 、

ケアプラ ン作成の考え方（ 今回の改正含む） について保険者と どのよ う な話し 合いを進めてい

る かを確認し ておく こ と も 必要である 。  

なお、 介護サービス 計画書の様式及び項目は「 標準例と し て提示する も のであり 、 当該様式

以外の様式等の使用を拘束する 趣旨のも のではない旨、 念のため申し 添える 。」（ 平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29 号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「 介護サービス 計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」） と さ れている ので参照さ れたい。  

東京都介護保険課 

例 1)  発語が不明瞭なため通所リ ハビリ や通所介護でも 言語訓練を行う  

例 2)  転倒のリ ス ク が高く 、 通所リ ハビリ で歩行訓練が必須 

例 3)  BPSDで周り の人と ト ラ ブルと なる ため、 認知症対応型通所介護で関わり 方を学ぶ 

こ れに対し て、 少なく と も 、 利用者・ 家族と 介護支援専門員が対峙し 、 マイ ナス 面の課題を

明示し 、 その解決を望む生活が実現する ための条件と し て利用者・ 家族に突き 付ける よ う な表

現は好ま し く ない。

※上記に対応し た望ま し く ない例

なお、 こ のよ う な具体的なサービス 種別の記載は、 望む生活を実現する サービスの提供（ 保

険給付） に条件を付ける こ と になる 。 保険給付に条件を付すこ と ができ る のは法制上、 介護認

定審査会であり 、 介護支援専門員が条件を付ける こ と は適当ではない。

ま た、 語尾の表現については、「 不可欠である 」 等、 介護支援専門員が利用者・ 家族を指導・

管理する 表現は基本的には好ま し く ない。

５ ． 留意点

整理前ニーズを導き 出し た結果「 意向と 判断が一致し なかった」 ためにニーズになら ない

も の（ リ ・ アセス メ ント 支援シート ４ 枚目の左下の記載） については、 ケアプラ ン第１ 表に

は記載さ れない。 し かし 、 ケアチームと し て課題分析の結果を共有し たいほう が良いと 判断

する 場合には、 持ち越さ れた課題と し て第 5 表（ 居宅介護支援経過） に記載し 、 サービス担

当者会議や、 その他の方法でサービス 提供者等と の情報の共有や意見交換を行い、 連携を図

る こ と が望ま し い。

ま た、 ケース によ っては、 一方的なサービス の利用要求し か表明さ れないと き などがある 。

サービス を利用し て、 本人がどのよ う にその人ら し く 暮ら すかを目指す自立し た日常生活よ り

も 、 サービス 利用のみに気を取ら れている 状態の場合には、 記載方法に注意を要する 。

こ のほか、 利用者・ 家族の生命の保全にかかわる 事態なのに、 生活への意欲が損なわれ、 必

要な受診の拒否、主治医指示の無視、ゴミ 屋敷、セルフ ネグレク ト 等に陥っている 状態。ま た、

重度の認知症等で意向の表明ができ ず合意が得ら れてないが、 介入が必要な場合も 考えら れる 。

利用者・ 家族から 生活の意向が表明さ れないと き 、 自己否定的な意向し か表明さ れないと き 、

代弁と し て意向を記載し た時には、 課題分析の結果に合意さ れていないこ と が記載さ れる こ と

も あり う る 。  

ま た、 それぞれの地域で介護支援専門員の団体等がケアプラ ン点検事業等に参画し ており 、

ケアプラ ン作成の考え方（ 今回の改正含む） について保険者と どのよ う な話し 合いを進めてい

る かを確認し ておく こ と も 必要である 。

なお、 介護サービス 計画書の様式及び項目は「 標準例と し て提示する も のであり 、 当該様式

以外の様式等の使用を拘束する 趣旨のも のではない旨、 念のため申し 添える 。」（ 平成 11 年 11

月 12 日付老企第 29 号厚生労働省老人保健福祉局企画課長通知「 介護サービス 計画書の様式及

び課題分析標準項目の提示について」） と さ れている ので参照さ れたい。

東京都介護保険課

例 1) 発語が不明瞭なため通所リ ハビリ や通所介護でも 言語訓練を行う

例 2) 転倒のリ ス ク が高く 、 通所リ ハビリ で歩行訓練が必須

例 3) BPSDで周り の人と ト ラ ブルと なる ため、 認知症対応型通所介護で関わり 方を学ぶ
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（ 参考） 記載要領の「 課題分析の結果」 と リ ・ アセス メ ント 支援シート と の関係

整理前ニーズ

合
意
・
同
意

リ ・ アセス メ ン ト 支援シート

課題分析の結果

（ 考えら れる ・

望ま し い支援）

利用者及び家族の

生活に対する 意向

ケアプラ ン第 1 表

整理後ニ ーズ

の代表

CM 判断

整理後ニーズ

関
連
・
統
合

Ｃ Ｍ判断

利用者・ 家族意向

医師・ 専門職等の意見

利用者・ 家族意向と 一致し ないＣ Ｍ判断

→第 5 表（ 居宅介護支援経過） に記載し 、

働き かけを 継続

※現段階では理解・ 納得が得ら れないこ と 。

整理前ニーズ

整理前ニーズ
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の

解決すべき 課題

（ ニーズ ）

ケアプラ ン第 2 表

と り ま と め

（ 参考） 記載要領の「 課題分析の結果」 と リ ・ アセス メ ント 支援シート と の関係 

 

整理前ニーズ 

合
意
・
同
意

リ ・ アセス メ ン ト 支援シート

課課題題分分析析のの結結果果  

（（ 考考ええらら れれるる ・・

望望まま しし いい支支援援））   

利利用用者者及及びび家家族族のの

生生活活にに対対すするる 意意向向  

ケアプラ ン第 1 表

整理後ニ ーズ

の代表 

CCMM 判判断断  

整理後ニーズ 

関
連
・
統
合

ＣＣ ＭＭ判判断断  

利用者・ 家族意向 

医師・ 専門職等の意見 

利利用用者者・・ 家家族族意意向向とと 一一致致しし なないいＣＣ ＭＭ判判断断  

→→第第 55 表表（（ 居居宅宅介介護護支支援援経経過過）） にに記記載載しし 、、

働働きき かかけけをを 継継続続

※※現現段段階階でではは理理解解・・ 納納得得がが得得らら れれなないいここ とと 。。

整理前ニーズ 

整理前ニーズ 
総
合
的
に
勘
案
・
代
表
的
な
も
の

生活全般の 

解決すべき 課題

（ ニーズ ）

ケアプラ ン第 2 表

と り ま と め 
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